
病床機能報告制度における病床の機能区分の報告状況 【速報値（第３報)】
○ 以下の集計は、平成27年3月2日時点でデータクリーニングが完了し、集計可能となった医療機関における

データを集計した速報値である。
・報告対象の病院7,402施設、有床診療所7,626施設のうち、平成27年2月16日までに病院7,268施設(98.2%)、有床診療所6,874施設(90.1%)

が報告済み。 【※前回速報値（第2報）の報告率は病院97.2％、診療所86.1% 】
・このうち、3月2日時点で、全病棟の機能区分の選択が確定した病院6,996施設（94.5%）、有床診療所5,996施設（78.6%）のデータを集計。

（休床中等の理由により４つの機能区分のいずれも選択していない病床（未選択）を含む）

【※前回速報値（第2報）の集計率は病院86.3％、診療所64.5% 】
・集計対象施設における許可病床数合計は、1,247,363床。 【※前回速報値(第2報）では1,139,394床】

（ cf. 医療施設調査（動態）における平成26年6月末時点の許可病床は一般999,657床、療養339,983床、合計1,339,640床

（床） ≪2014（平成26）年７月１日時点の病床の機能区分別の病床数（許可病床）≫

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

一般病床 190,849 578,723 59,605 86,354 915,531

療養病床 331 2,456 50,012 265,599 318,398

合計 191,180 581,179 109,617 351,953 1,233,929

構成比 15.5% 47.1% 8.9% 28.5% 100.0%
前回速報（H27.1.26
時点）の構成比

15.6% 47.2% 9.1% 28.1% 100.0%

（注）集計対象1,247,363床のうち、現時点の病床の機能区分について未選択の病床が13,434床分あり、上表には含めていない。 1
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≪６年が経過した日における病床の機能区分の予定別の病床数（許可病床）≫

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

一般病床 199,492 549,306 82,706 87,676 919,180

療養病床 142 3,658 58,722 256,188 318,710

合計 199,634 552,964 141,428 343,864 1,237,890

構成比 16.1% 44.7% 11.4% 27.8% 100.0%
前回速報（H27.1.26
時点）の構成比

16.3% 44.7% 11.7% 27.3% 100.0%

（注）集計対象1,247,363床のうち、6年後の病床の機能区分の予定について未選択の病床が9,473床分あり、上表には含めていない。
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≪2025（平成37）年7月1日時点の病床の機能区分の予定別の病床数（許可病床）≫

（注）本項目は、任意の報告項目であり、報告のあった病床分のみ、下表に記載している。

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

一般病床 113,663 269,688 43,662 45,185 472,198

療養病床 151 2,132 33,415 128,062 163,760

合計 113,814 271,820 77,077 173,247 635,958

構成比 17.9% 42.7% 12.1% 27.2% 100.0%
前回速報（H27.1.26
時点）の構成比

18.1% 43.0% 12.4% 26.5% 100.0%
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2014年7月1日時点の病床の機能区分

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 未選択(※2） 集計対象計

191,180 581,179 109,617 351,953 13,434 1,247,363 

(100.0%) (100.0%) (100.0%) (100.0%)

6
年
後
の
病
床
の
機
能
区
分

高度急性期 189,849 8,435 160 183 1,007 199,634

(99.3%) (1.5%) (0.1%) (0.1%)

急性期
543 543,102 1,904 3,214 4,201 552,964

(0.3%) (93.4%) (1.7%) (0.9%)

回復期
370 21,022 105,605 13,608 823 141,428

(0.2%) (3.6%) (96.3%) (3.9%)

慢性期
294 6,323 1,737 334,316 1,194 343,864

(0.2%) (1.1%) (1.6%) (95.0%)

未選択(※1）
124 2,297 211 632 6,209 9,473

(0.1%) (0.4%) (0.2%) (0.2%)

（※1）2014年7月1日時点の病床の機能区分は選択しているが、6年後の病床の機能区分の予定が未選択である病床数
（※2）6年後の病床の機能区分の予定は選択しているが、2014年7月1日時点の病床の機能区分が未選択である病床数

○ 以下は、2014年7月1日時点の病床の機能区分の選択状況と、6年後の病床の機能区分の選択状況とを
クロス集計したものである。

現時点から６年後への変更の動向について

括弧内の構成比は、2014年7月1日時点の病床数を分母とした場合の、6年後の各機能区分の構成比である （床、％）
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病院・有床診療所別、DPC病院別の病床の機能区分の選択状況について

2014年7月1日時点の病床の機能区分

小計 未選択
集計対象

計高度急性期 急性期 回復期 慢性期

病院・診療所
合計

191,180 581,179 109,617 351,953 1,233,929 13,434 1,247,363

(15.6%) (47.2%) (9.1%) (28.1%) (100.0%)

病院計
190,518 530,246 95,779 336,367 1,152,910 10,343 1,163,253

(16.5%) (46.0%) (8.3%) (29.2%) (100.0%)

DPC病院計
186,154 303,468 19,799 20,986 530,407 6,026 536,433

（35.1%) (57.2%) (3.7%) (4.0%) (100.0%)

Ⅰ群
59,744 3,266 128 223 63,361 378 63,739

(94.3%) (5.2%) (0.2%) (0.4%) (100.0%)

Ⅱ群
46,865 13,967 374 550 61,756 395 62,151

(75.9%) (22.6%) (0.6%) (0.9%) (100.0%)

Ⅲ群
79,545 286,235 19,297 20,213 405,290 5,253 410,543

(19.6%) (70.6%) (4.8%) (5.0%) (100.0%)

DPC病院
以外

4,256 226,482 75,860 314,637 621,235 4,281 625,516

(0.7%) (36.5%) (12.2%) (50.5%) (100.0%)

状況確認未了
108 296 120 744 1,268 36 1,304

(8.5%) (23.3%) (9.5%) (58.7%) (100.0%)

有床診療所
662 50,933 13,838 15,586 81,019 3,091 84,110

(0.8%) (62.9%) (17.1%) (19.2%) (100.0%)

（床、％）

特定機能病院
63,443 2,751 86 60 66,340 445 66,785

(95.6%) (4.1%) (0.1%) (0.1%) (100.0%)

括弧内の構成比は、医療機関の種別ごとの病床数（無回答を除く）を分母とした場合の現時点の各機能区分の構成比である

（再掲）特定機能病院 ・・・ 86施設中の85施設分の集計結果である
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病床機能報告制度における病床の機能区分の報告状況 【速報値（第２報)】

○ 以下の集計は、平成27年1月26日時点でデータクリーニング(※)が完了し、集計可能となった医療機関における

データを集計した速報値である。
・報告対象となる病院7,420施設、有床診療所7,998施設のうち、平成26年12月26日までに病院7,212施設(97.2%)、

有床診療所6,885施設(86.1%)が報告済み
※）1月26日時点で、現時点又は6年後のいずれかで、全病棟の機能区分の選択が確定した病院6,407施設（86.3%）、

有床診療所5,159施設（64.5%）のデータを集計した
・集計対象施設における許可病床数合計は、1,139,394床 （前回速報(H26.12.19時点）では939,462床）

（ cf. 医療施設調査（動態）における平成26年6月末時点の許可病床は一般999,657床、療養339,983床、合計1,339,640床
・今回の集計対象施設についても追加のデータ修正等が生じる可能性があり、集計内容は変動し得る

（床） ≪2014（平成26）年７月１日時点の病床の機能区分別の病床数（許可病床）≫

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

一般病床 176,078 531,039 55,626 77,709 840,452

療養病床 115 2,039 46,867 240,147 289,168

合計 176,193 533,078 102,493 317,856 1,129,620

構成比 15.6% 47.2% 9.1% 28.1% 100.0%
前回速報（H26.12.19時
点）の構成比

16.4% 47.0% 9.1% 27.5% 100.0%

（注）集計対象1,139,394床のうち、現時点の病床の機能区分について未選択の病床が9,774床分あり、上表には含めていない。
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≪６年が経過した日における病床の機能区分の予定別の病床数（許可病床）≫

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

一般病床 184,154 503,698 77,397 78,529 843,778

療養病床 97 3,298 54,900 231,132 289,427

合計 184,251 506,996 132,297 309,661 1,133,205

構成比 16.3% 44.7% 11.7% 27.3% 100.0%
前回速報（H26.12.19時
点）の構成比

17.1% 44.5% 11.8% 26.6% 100.0%

（注）集計対象1,139,394床のうち、6年後の病床の機能区分の予定について未選択の病床が6,189床分あり、上表には含めていない。
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≪2025（平成37）年7月1日時点の病床の機能区分の予定別の病床数（許可病床）≫

（注）本項目は、任意の報告項目であり、報告のあった病床分のみ、下表に記載している。

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

一般病床 105,442 248,039 40,939 40,094 434,514

療養病床 66 1,881 31,304 114,037 147,288

合計 105,508 249,920 72,243 154,131 581,802

構成比 18.1% 43.0% 12.4% 26.5% 100.0%
前回速報（H26.12.19時
点）の構成比 19.5% 42.0% 12.6% 25.9% 100.0%
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2014年7月1日時点の病床の機能区分

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 未選択(※2） 集計対象計

176,193 533,078 102,493 317,856 9,774 1,139,394 

(100.0%) (100.0%) (100.0%) (100.0%)

6
年
後
の
病
床
の
機
能
区
分

高度急性期 175,145 8,286 109 133 578 184,251

(99.4%) (1.6%) (0.1%) (0.0%)

急性期
521 498,556 1,731 3,131 3,057 506,996

(0.3%) (93.5%) (1.7%) (1.0%)

回復期
330 19,744 99,064 12,289 870 132,297

(0.2%) (3.7%) (96.7%) (3.9%)

慢性期
79 5,342 1,423 301,972 845 309,661

(0.0%) (1.0%) (1.4%) (95.0%)

未選択(※1）
118 1,150 166 331 4,424 6,189

(0.1%) (0.2%) (0.2%) (0.1%)

○ 以下は、2014年7月1日時点の病床の機能区分の選択状況と、6年後の病床の機能区分の選択状況とを
クロス集計したもの。

現時点から６年後への変更の動向について

（床、％）
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括弧内の構成比は、2014年7月1日時点の病床数を分母とした場合の、6年後の各機能区分の構成比である

（※1）2014年7月1日時点の病床の機能区分は選択しているが、6年後の病床の機能区分の予定を選択していない病床数
（※2）6年後の病床の機能区分の予定は選択しているが、2014年7月1日時点の病床の機能区分を選択していない病床数



病院・有床診療所別、DPC病院別の病床の機能区分の選択状況について

2014年7月1日時点の病床の機能区分

小計 未選択
集計対象

計高度急性期 急性期 回復期 慢性期

病院・診療所
合計

176,193 533,078 102,493 317,856 1,129,620 9,774 1,139,394

(15.6%) (47.2%) (9.1%) (28.1%) (100.0%)

病院計
175,641 488,715 90,229 304,522 1,059,107 7,594 1,066,701

(16.6%) (46.1%) (8.5%) (28.8%) (100.0%)

DPC病院計
171,632 284,690 18,652 19,594 494,568 4,500 499,068

(34.7%) (57.6%) (3.8%) (4.0%) (100.0%)

Ⅰ群
53,075 2,020 128 223 55,446 283 55,729

(95.7%) (3.6%) (0.2%) (0.4%) (100.0%)

Ⅱ群
43,775 13,563 326 508 58,172 292 58,464

(75.3%) (23.3%) (0.6%) (0.9%) (100.0%)

Ⅲ群
74,782 269,107 18,198 18,863 380,950 3,925 384,875

(19.6%) (70.6%) (4.8%) (5.0%) (100.0%)

DPC病院
以外

3,683 203,506 71,457 284,093 562,739 3,094 565,833

(0.7%) (36.2%) (12.7%) (50.5%) (100.0%)

状況確認未了
326 519 120 835 1,800 0 1,800

(18.1%) (28.8%) (6.7%) (46.4%) (100.0%)

有床診療所
552 44,363 12,264 13,334 70,513 2,180 72,693

(0.8%) (62.9%) (17.4%) (18.9%) (100.0%)

（床、％）

特定機能病院
55,734 1,505 86 60 57,385 330 57,715

(97.1%) (2.6%) (0.1%) (0.1%) (100.0%)

（再掲）特定機能病院 ・・・ 86施設中の75施設分の集計結果である
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括弧内の構成比は、医療機関の種別ごとの病床数（無回答を除く）を分母とした場合の現時点の各機能区分の構成比である


